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宮
城
大
学
後
援
会
で
は
、
大
学
祭
に
併
せ
、
10
月
13

日
に
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
に
て「
講
演
会
」を
開
催
し
、

会
場
は
満
員
の
聴
衆
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。　
　

各
界
の
著
名
な
方
を
招
い
て
14
回
目
の
開
催
と
な
る

今
年
の
講
演
会
で
は
、

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
作

家
の
大
江
健
三
郎
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の

演
奏
家
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
と
の
二
部
構
成
に

よ
り
、
大
江
氏
の
ご
長
男

で
作
曲
家
大
江
光
氏
の

「
卒
業
」な
ど
の
美
し
い
曲

を
交
え
な
が
ら
、
音
楽
と

言
葉
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

大
江
氏
に
は
10
年
前
に

も
大
江
光
氏
と
と
も
に
宮

城
大
学
に
お
出
で
い
た
だ

き
、「
人
間
が
持
っ
て
い

る『
伸
び
る
素
質
』を
大
切

に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
冒
頭
、
大
江
氏
は
、

前
回
に「
つ
な
ぐ
」と
い
う
こ
と
か
ら「
い
ま
大
切
に
思
う

こ
と
―
注
意
深
さ
と
ね
が
い
の
強
さ
」の
主
題
を
選
ん

だ
理
由
を
語
ら
れ
、
夏
目
漱
石
の
作
品「
こ
こ
ろ
」の
ス

ト
ー
リ
ー
を
追
い
な
が
ら
、
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
は

ず
の「
真
面
目
の
力
」を
以
て
現
代
の
社
会
を
注
意
深
く

見
つ
め
、
考
え
、
そ
し
て
個
々
人
が
自
分
の
願
い
を
持

つ
と
い
う
こ
と
が
今
を
生
き
る
世
代
に
必
要
な
こ
と
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私

た
ち
に
問
い
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
強
い
気
持
ち
が
表

れ
る
よ
う
に
、
ご
高
齢
で
あ

り
な
が
ら
講
演
中
立
ち
続
け

ら
れ
、
ど
れ
ほ
ど
聴
き
手
に

対
し
て
真
剣
に
ご
自
分
の
思

い
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か

が
伝
わ
っ
て
く
る
、
と
て
も

印
象
的
な
講
演
と
な
り
ま
し

た
。例

年
多
く
の
皆
様
か
ら
大

変
素
晴
ら
し
い
講
演
で
あ
っ

た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
お
呼
び

し
た
大
江
氏
か
ら
も
当
後
援

会
に
あ
て
感
謝
の
意
が
伝
え

ら
れ
、
事
務
局
と
い
た
し
ま

し
て
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
講
演
会
を
企
画
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
後
援
会
会
計
書
記　

八
島
英
明
）

後
援
会
主
催
事
業

大
江
健
三
郎
氏
講
演
会
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
真
面
目
の
力
」今
を
生
き
る
世
代
に

聴衆へ真剣に語り掛ける大江氏。

プロの演奏家が大江光さんの作品を奏でる講演後、大学祭で賑わうキャンパス内を通り帰路へ 満席となった会場



全
国
初
の
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
た
食
産

業
学
部
は
平
成
27
年
3
月
で
満
10
年
を
迎
え

ま
す
。
開
設
し
て
か
ら
の
一
年
間
は
、
宮
城
県

農
業
短
期
大
学
の
最
後
の
学
生
と
な
る
短
大

2
年
生
1
6
0
人
余
と
食
産
業
学
部
第
1
期

生
1
2
0
人
余
が
同
じ
空
間
で
学
び
ま
し
た
。

開
設
1
、
2
年
目
は
プ
レ
ハ
ブ
を
利
用
し

て
の
講
義
で
、
講
義
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
と
ピ
ッ

タ
リ
同
時
に
講
義
を
終
え
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
う
で
な
い
と
50
人
、
1
0
0
人
も
の
学

生
が
途
中
移
動
し
た
の
で
は
雷
鳴
轟
く
が
如

く
で
、
講
義
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
教
員
の
協
調
性
も
養

わ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

一
方
、
学
生
は
と
い

う
と
、
伝
統
を
持
つ
短

大
生
と
開
拓
精
神
を
も

つ
学
部
第
1
期
生
が
う

ま
く
融
合
し
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。
大
学
祭
で

は
双
方
か
ら
委
員
長
を

出
し
、
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
の
も
と
、
目
を
見

張
る
学
園
祭
に
仕
上
げ
、

地
域
か
ら
も
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
当
時
の
実
行
委
員
は
今
も
懇

親
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
開
設
当
初
は

1
学
年
し
か
い
ま
せ
ん
の
で
教
員
に
も
学
生

と
接
す
る
時
間
を
た
っ
ぷ
り
取
れ
、
親
近
感

と
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
今

は
4
学
年
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
経
験
が
伝

統
と
な
り
、
挨
拶
が
飛
び
交
う
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
部
の
就
職
率
は
、
当
初
、
知
名
度
が
低

く
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
学
重
視
の
教
育

が
反
映
し
、
全
国
平
均
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
入
学
志
願
者
も
順
調

に
確
保
で
き
て
お
り
ま
す
。
お

も
て
な
し
の
心
に
満
ち
、
卒
業

生
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
顔
を
出
し

て
く
れ
る
食
産
業
学
部
。
学

部
独
自
の
特
長
と
伝
統
を
築

き
な
が
ら
順
調
に
10
周
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
社
会
情
勢
が
変
化

し
、
18
歳
人
口
の
減
少
な
ど
が

予
測
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
自

ら
の
改
革
も
必
要
と
な
り
ま

し
ょ
う
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
と
の

意
見
交
換
会
を
、
太
白
キ
ャ
ン
パ

ス
は
11
月
13
日
に
、
大
和
キ
ャ
ン

パ
ス
は
11
月
20
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
に
は
、

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
の
ほ

か
、
大
学
か
ら
学
生
部
長
と
各
学

部
学
生
委
員
長
が
出
席
し
、
学
生

の
活
動
や
後
援
会
の
助
成
内
容
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。大

学
祭
実
行
委
員
長
の
活
動
報

告
で
は
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
に

大
学
祭
の
広
報
や
協
賛
金
募
集
に

関
す
る
報
告
が
あ
り
、
大
和
で
は

地
域
交
流
に
努
め
地
元
の
夏
祭
り

に
参
加
す
る
な
ど
、
集
客
に
関
す

る
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
会
執
行
部
か
ら
は

キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流
行
事
の
話
題

が
出
さ
れ
、
お
互
い
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
合
う
な

ど
学
生
の
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
役
員
か
ら
出
さ
れ
た

ほ
か
、
大
学
か
ら
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
助
言
が
あ
り

ま
し
た
。
他
に
も
学
生
代
表
か
ら

報
告
さ
れ
た
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
、
予
定
し
た
時
間
を
フ
ル
に
使

い
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

後
援
会
で
は
、
学
生
会
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
、
大
学
祭
な
ど
学

生
の
活
動
に
対
し
て
助
成
し
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
援

会
の
助
成
等
に
つ
い
て
役
員
と
学

生
が
直
接
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
の
支
援
内
容
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、大
和
・

太
白
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
毎
年
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
後
援
会
役
員

の
思
い
を
多
く
の
学
生
に
直
接
伝

え
た
い
と
考
え
、
学
生
代
表
以
外

の
学
生
の
傍
聴
も
可
能
と
し
ま
し

た
。
傍
聴
し
た
学
生
か
ら
は
、
後

援
会
の
支
援
内
容
を
知
り
、
自
分

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
今
回
の
意
見
交
換
会

に
と
ど
ま
ら
ず
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
て
学
生
の
声
を
聞
き
、
後
援

会
の
支
援
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
後
援
会
会
計
書
記　

八
島
英
明
）

12
月
3
日（
水
）・
4
日（
木
）の
2

日
に
わ
た
り
、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
体

育
館
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
事
業
構
想
学
部
・
食
産
業
学
部

の
学
生
を
対
象
と
し
た
合
同
業
界
研

究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
・
団
体

の
人
事
担
当
者
や
本
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

等
か
ら
業
界
や
企
業
の
説
明
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
職
業
観
や

勤
労
観
を
涵
養
し
、
個
々
人
の
個
性

や
適
性
に
応
じ
た
職
業
を
学
生
自
ら

選
択
で
き
る
能
力
の
育
成
や
学
修
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
宮
城
県
内
や
首
都
圏
等
か

ら
、
3
日
は
41
社
、
4
日
は
46
社
の

企
業
・
団
体
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
前
に「
合
同
業
界
研
究

セ
ミ
ナ
ー
の
回
り
方
」に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
両
学
部
の
３
年
生
を
中
心
に
延

べ
4
1
0
人
の
学
生
が
参
加
し
、
時

間
の
許
す
限
り
、
多
く
の
ブ
ー
ス
を

回
り
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

３
月
の
就
職
活
動
開
始
に
向
け
、

学
生
は
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
の
引
き
続
き
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

（
学
務
課　

萩
野
俊
輔
）

在
校
生
、卒
業
生
、保
護
者
、教
職
員
と
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ

て
い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、

食
産
業
学
部
長
齋
藤
満
保
先
生
で
す
。
今
年
食
産
業
学
部
は
開
設
か
ら
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ず
っ
と
学
部
の
歴
史
を
見
守
り
続
け
る
齋
藤
先
生
に
、
こ
の
10
年
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

学
部
独
自
の
特
徴
と
伝
統
を
築
い
て
き
た
10
年

　

食
産
業
学
部
長　

齋
藤　

満
保

▲齋藤満保食産業学部長

１期生を指導する

▲

齋藤先生（右）

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
が
意
見
交
換

　
学
生
会
の
組
織
力
を
生
か
し

　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流
の
推
進
を

前回は、東日本大震災での被災地支援として、宮城大学として取り組
んできた様々な活動に触れました。こうした地域に根ざした活動に従事
していく中で、宮城大学のプレゼンスが世界に開かれつつあるというこ
とも、この数年で実感しつつあります。今回はそのことについて少しご
紹介したいと思います。

世界から注目され、様々な支援を得ながら続けられた復興支援活動も、
時間の経過とともに国際的な報道はあまりされなくなってきました。その
ような中、2013年の夏、米国サンフランシスコで開催されたJ-POPサミッ
トフェスティバルというイベントに、デザイン情報学科の土岐謙次先生
と学生と共に、南三陸町で新たに始めた地域産業再生のプロジェクト「な
がしず漆」を紹介するブースの展示を行いました。津波で浸水した有休
農地に、日本の伝統工芸にとって重要な天然素材である漆の木の苗木を
植え、育てて地域活性につなげるというプロジェクトです。イベント会
場では、被災地の近況への関心と、これからのデザイン情報学科が目指
す伝統工芸と最新のアートを融合させる展開に、多くの人が関心を示し
てくれました。こうした活動を外国で披露し良き理解者との共感を獲得
していくことも、宮城大学の新しい展開ではないかと思っています。

2014年の春100本ほどの苗木を南三陸町長
なが

清
し

水
ず

に植林し、すくすく
と育っています。収穫して活用できるようになるまでにはまだ時間がか
かりますが、貴重な第一歩を踏み出したと言えるでしょう。

2013年夏、台湾の宜
ぎ

蘭
らん

で開催された国際展覧会の会場でもこうした

活動についてのレクチャーをさせていただきました。東アジアの国々で
建築デザインを学ぶ学生による卒業設計作品を集めた展覧会の記念シ
ンポジウムです。宮城大学の空間デザインコースの卒業生も卒業設計作
品を展示しました。その年の秋にはドイツのベルリンで開催された展覧
会で、2014年の春には韓国の大学で、また夏にはアメリカのロサンゼ
ルスでの展覧会で宮城大学での活動をお伝えする機会をいただいていま
す。そのような活動への学生達の参加も頻度をましてきました。展示す
る作品の制作やプレゼンテーションボード
のデザインなども、宮城大学の学生達の力
作ばかりです。今後は、J-POPサミットフェ
スティバルに参加した時のように、学生達
に直接世界に向けての発信をになってもら
えるような機会をふやしていきたいと思って
います。

国際化、いわゆるグローバリゼーション
も、単に海外に出かけて行くというのではな
く、国境の垣根を越え、自らの行動や信念
をたずさえ、世界の人たちに伝え、共感を
得て共に新たな地平に向かって進んで行こ
うとする意識を共有することではないかと思
います。さあ、一緒に進んでいきましょう。

（なかた　せんひこ）建築家　宮城大学准教授
1965年　東京生まれ
1990年　東京藝術大学美術学部建築科卒業
1993年　コロンビア大学大学院建築修士課程修了
1994年　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手
1997年　京都造形美術大学通信教育部専任講師
2000年　京都造形美術大学芸術学部助教授
2003年　新建築社に在籍　「新建築」誌、「a+u」誌副編集長
2005年　東京藝術大学大学院博士課程満期退学
2006年　宮城大学事業構想学部准教授事業構想学部デザイン情報学科准教授　中田千彦

宮 城 大 学 の 学 生 た ち が そ そ い だ ま な ざ し の 華 を さ か せ よ う ㊦

グローバリゼーション

コ ラ ム c o l u m n

「
合
同
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

90
近
い
企
業
・
団
体
招
き

　
　
　

業
界
情
報
直
接
学
ぶ

太白キャンパス意見交換会＝ 11 月 13日

大和キャンパス意見交換会＝ 11 月 20日

米国サンフランシスコで開催さ
れた J-POP サミットフェスティ
バルの展示ブースで宮城大
学の活動について説明する学
生。つなたい英語でも熱意が
あれば伝わります。

ドイツ、ベルリンにある「アエデス ギャラリー」での展示風景。世界的にも有名な建築デザイン専門のギャラリーでの展示は学生によるデザイン。
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MYU FES 2014熱気に満ちた２日間 大和キャンパス／ 10月12・13日太白キャンパス／ 10月18・19日

食
産
業
学
部
開
設
10
周
年
記
念
式
典
並
び
に
交
流

会
が
、
平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）に
太
白
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
西
垣
学
長
、

齋
藤
学
部
長
の
挨
拶
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
食
産

業
学
部
の
初
代
学
部
長
で
本
学
名
誉
教
授
・
み
な
と

気
仙
沼
大
使
の
小
林
登
史
夫
先
生
に「
食
の
将
来
と
食

産
業
学
部
に
期
待
す
る
こ
と
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
食
産
業
学
部
の
将
来
へ

の
期
待
を
込
め
て
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
へ

の
敏
感
な
対
応
力
、
5
～
10
年
先
を
見
通
し
た
先
見

性
、
食
の
技
術
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
複
合
技
術
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
説
か
れ
、
異
分
野
・
民
間
と
の

共
同
研
究
の
推
進
こ
そ
が
食
産
業
学
部
の
生
き
残
る

道
で
あ
る
と
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
場
所
を
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
移
し
て
、

学
部
開
設
10
周
年
記
念
の
交
流
会
が
食
産
業
学
部

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
学
部
か
ら
は
既
に
7
0
0
人
を
超
え
る
卒
業

生
が
社
会
に
巣
立
ち
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
日

は
60
人
を
超
え
る
卒
業
生
が
久
々
に
顔
を
揃
え
ま
し

た
。
学
長
、
学
部
長
の
挨
拶
、
記
念
植
樹
、
中
村
後

援
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
後
、
鍋
部
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

餅
つ
き
、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
娘
す
ず
め
。」に
よ

る
す
ず
め
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
手
慣
れ
ぬ
餅
つ
き
に

思
わ
ず
教
員
が
手
伝
う
微
笑
ま
し
い
場
面
や
す
ず
め

踊
り
の
一
糸
乱
れ
ぬ
艶
や
か
な
演
舞
に
会
場
全
体
が

魅
了
さ
れ
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
卒
業
生
同
士
や
先

生
方
と
旧
交
を
温
め
あ
う
光
景
も
随
所
に
見
ら
れ
、

と
て
も
印
象
深
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
川
村

副
研
究
科
長
の
心
温
ま
る
挨
拶
で
盛
会
の
う
ち
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
も
開
催
し
て
欲
し
い

と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
、
食
産
業
学
部
と
し
て
の
強

い
絆
を
感
じ
さ
せ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
城
大
学
後
援
会
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
（
食
産
業
学
部
教
授　

西
川
正
純
）

食
産
業
学
部
開
設
10
周
年

大
学
祭
で
記
念
式
典
と
交
流
会
、

卒
業
生
ら
60
人
が
集
う

食産業学部の知名度
アップを目標に！

太白キャンパス大学祭実行委員
長三浦大征です。
今年度、太白キャンパス大学祭

に足を運んでくださった皆様、本
当にありがとうございました。学
生主体で作り上げる大学祭ですの
で至らない部分など多々あったと思いますが、「この大学祭、
楽しい！」と少しでも感じていただけたならば、我々実行委員
の役目は果たせたのかなと考えております。
学祭前、太白キャンパスを知ってもらうために、多くの方

に足を運んでいただくことを目標にしようと考えていまし
た。ですから、今年たくさんの方にご来場いただき目標を達
成できたことは大きな収穫でした。来年度はさらにより多く
の方々に足を運んでもらえるよう努力したいと思います。
大学祭の成功を陰で支えてくださった後援会の皆さまや、

開催当日まで迷惑のかけっぱなしだった事務部の皆さん、一
緒に大学祭を作り上げた実行委員のみんな、大学祭の運営に
関わったすべての人に感謝いたします。本当にありがとうご
ざいました。

（太白キャンパス大学祭実行委員長　フードビジネス学科2年　三浦大征）

近隣の皆さまに感謝
こんにちは。大和キャンパス実行委

員長の桂嶋健太郎です。
10月12、13日に行われた大学祭は

昨年を大幅に上回る５千人近くのお客
様にご来場いただきました。これも協
賛していただいた企業の皆さまや地域
の方々、学校関係者の皆さまのご協力
のおかげと感謝しております。本当にありがとうございま
した。
今年は「MYUsical」（ミュージカル）というテーマのもと、

ゲストには伊達武将隊さんや泉館山高校吹奏学部のみなさ
ん、そして地域の方々で構成されたMYU混声合唱団のみな
さんを招き、ミュージカルを意識した大学祭を作っていき
ました。
また、大学祭を知っていただきたいという思いから、昨

年より続けてきた地域の方々との交流を、小中学校や町内
会の行事を通してさらに充実したものにしてきました。
このように私達の大学祭は地域や学校、学生が一体となっ

てこその大学祭です。これからも〝地域に根差す″という思
いが宮城大らしさの伝統となるように、後輩へ引き継いで
行きたいと思います。来年もまた是非ご来場くださいます
ようよろしくお願いします。

（大和キャンパス大学祭実行委員長　デザイン情報学科2年桂嶋健太郎）大学祭併催で行われた記念式典（上）と交流会

祭

シ
的

ー
空

ン
間

集

本部棟大階段は祭的
空間に

伝統の餅まきは今年も
大人気

演舞前の「娘すずめ。」
たちの素顔

夜の賑わい、ステージのライブ

ゲスト泉館山高校吹奏楽部の演奏

食産の露店は学祭の
目玉

露店で賑わう池前広場

実行委員一致団結！

ベストカップル？

宴は夜遅くまで

マスコットの〝ミュー君
″がお客様をおもてなし

お菓子の家と太白のマ
スコット〝しょっ君″

「WHO　are　you？」…楽しければ何でもあり



チ
ー
ム
対
抗
戦
、

　

大
接
戦
で
盛
り
上
が
る

12
月
6
日（
土
）に
キ
ャ
ン
パ
ス
間

交
流
の
一
環
と
し
て
、
大
和
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
球
技
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ

て
約
40
人
の
学
生
が
参
加
し
、
大
和
・

太
白
混
合
の
チ
ー
ム
分
け
で
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
競
い

ま
し
た
。

試
合
は
、
同
点
と
な
っ
た
2
チ
ー

ム
で
全
員
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
優

勝
を
決
め
る
な
ど
、
大
接
戦
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
チ
ー
ム
か
ら
は
、

競
技
中
は
も
ち
ろ
ん
昼
食
の
間
も
至

る
所
か
ら
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞

こ
え
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

交
流
会
を
通
し
て
、
初
対
面
同
士

で
も
意
気
投
合
し
、
共
通
の
こ
と
に

本
気
で
取
り
組
み
、
大
い
に
盛
り
上

が
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
宮
城
大
生

の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
な
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
次
回
は
、
太
白
キ
ャ

ン
パ
ス
の
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
、

よ
り
多
く
の
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
大

規
模
な
交
流
会
を
開
催
し
た
い
と
目

論
ん
で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
執

行
部
が
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
懸
け
橋
と

な
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
和
執
行
部
代
表　

事
業
計
画

学
科
2
年　

貞
弘
友
里
愛
）

キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流 

大
和
で
「
球
技
大
会
」
開
催

学長償はじゃんけんで決着

接戦を物語るスコアボード

チーム一体で勝敗に一喜一憂

サミットに参加したメンバー

11月15、16日の2日間、岩手県立大学を会場に、45の大学・
関連機関から133名が集い、大学人サミットいわてカレッジが
開催されました。この取り組みは、全国の大学人（学生、教員、
職員）が共に集い、強い大学、個性あふれる大学づくりを語り
合う参加型シンポジウムとして、2007年より全国各地の大学
で開催されてきました。
「つながる」をキーワードに、1日目から濃密なプログラムが

用意されました。2日目の自身の大学の良さをプレゼンテーショ
ンで競う「大学自慢コンテスト」には、10大学が参加しました。
本学は、学生、教員、職員の混合チームで発表し、「小さくて
もできること、小さいからできること」を軸に、教員の学生へ
のきめ細やかな指導体制、学生同士の結束、地域と学生、など
様々な「つながり」を自慢しました。「この大学で働いてみたい・
学びたいと思いました」部門で最高得点を獲得し、総合では第3
位という結果を収めました。　　　　　　（学務課　吉田圭俊）

「 大 学 人 サ ミ ッ ト い わ て カ レ ッ ジ ２ ０ １ ４ 」に 参 加

働いてみたい・学びたい大学に宮城大最高評価

学
生
会
執
行
部
新
体
制
ス
タ
ー
ト

代
表
に
貞
弘
さ
ん（
大
和
）と
佐
藤
さ
ん（
太
白
）

キャリア開発センターTopics

室内は広 と々したオープンス
ペースと個室の相談室が設けら
れ快適な空間に整っている

大和
キャンパス

太白
キャンパス

サポート体制の充実化図り、
リニューアルオープン

大和キャンパスのキャリア開発センターが交流棟の1階
に移転し、平成26年度後期から業務を開始しました。移
転後のキャリア開発センターには面接トレーニング室を設
け、学生の面接指導を行っているほか、隣接した専用のセ
ミナー室は学年ごとのキャリアガイダンス、就職活動支援
セミナーや業界研究セミナーに活用しています。

キャリア開発センターでは、各学部を対象に企業・病
院の人事担当者や本学OB・OGをお呼びして合同セミナー
を開催するなど、学部の特性や学年に応じた段階的なキャ
リア教育を実施し、学生の個性と適性を生かした職業選択
をサポートしています。

（学務課　萩野俊輔）

全学対象に「業界研究会」
11月19日（土）、太白キャンパスカフェテリアにて、業

界研究会を開催しました。この研究会は全学部・研究科
の学生が業種や業界に関する知識を深め、自己のキャリア
プランや価値観等の研究を行い、就職活動に対する自己
意識・意欲の向上を目的としています。

当日は、学部・研究科併せて121人の学生と県内外から
15社の食産業学関連の企業・団体にご参加いただき、双
方の熱意と期待がうかがわれました。

また、キャリア開発センターでは、授業やオリエンテー
ションを通し、ブースの回り方やビジネスマナーの再確認
等、研究会の直前まで熱のこもった指導が行われました。
今後とも、キャリア開発センター運営への御支援・御協力
のほどお願い申し上げます。

（学務課　関野純子）

▲本部棟２階から交流棟１階へ移
転した大和キャリア開発センター

▲

大
和
学
生
会
執
行
部
代
表　

事
業
計
画
学
科
2
年  

貞
弘 

友
里
愛

太
白
学
生
会
執
行
部
代
表

フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年 

佐
藤 

健
太

力
強
い
縁
の
下
の
力
持
ち
に

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
執
行
部
代
表
に
就

任
し
た
貞
弘
友
里
愛
で
す
。
私
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
し
て
3
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

1
つ
目
は
宮
城
大
生
の
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
快

適
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
気
軽
に
意
見
を
執
行
部
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
12
月
中
旬
か
ら
意
見
ノ
ー
ト
を

校
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
頂
い
た
意
見
に
迅
速

な
対
応
を
し
、
可
能
な
限
り
実
現
で
き
る
よ
う

尽
力
し
ま
す
。

2
つ
目
は
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
活
発
な
交

流
を
行
う
こ
と
で
す
。
同
じ
宮
城
大
生
と
し
て
、

仲
間
意
識
を
持
ち
お
互
い
に
協
力
し
、
刺
激
し

合
え
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
3
つ
目
は
、
執
行
部
を
学
生
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
す
る
こ
と
で

す
。
執
行
部
で
の
取
り
組
み
を
学
生
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
宮
城
大
学
の
力
強

い
縁
の
下
の
力
持
ち
と

し
て
、
執
行
部
一
同
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

思
い
出
に
残
る

　
　

出
会
い
を
届
け
た
い

私
が
、
執
行
部
の
代

表
に
就
任
し
て
か
ら
約

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
な
ど
で
こ

の
よ
う
な
立
場
に
な
っ

た
こ
と
が
な
い
自
分
に
と
っ
て
は
色
々
と
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
な
ぜ
代
表
に
就
任
し
た
の
か
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
前
代
表
に
入
部

し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
時
は
断
る
の
は
悪
い
な
と
思
い
執
行

部
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、

同
学
年
は
自
分
一
人
だ
け
と
寂
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
現

在
は
2
年
生
4
人
と
1
年
生
7
人
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
一
番
古
株
だ
っ
た
私
が
会

長
に
就
任
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
は
真
面

目
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
思
い
返
す
と
前
代
表
に
偶
然
出
会
わ
な
な

け
れ
ば
、
僕
が
代
表
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
出
会
い
が
日
々
の

生
活
を
変
え
て
い
く
の
か
な
と
感
じ
ま
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昨年の９月、経済学者の宇沢弘文
先生がご逝去され、NHKの「クロー
ズアップ現代」の追悼番組の中で、
東松島市で進めている「森の学校」を
ご紹介いただきました。宇沢先生に
は、学位論文の執筆中、「社会的共
通資本（Social Common Capital）」の
理念をご指導いただきました。

宇沢先生は「人間の心を大切にした経済学」の重要性を説
き、そのための仕組みとして「社会的共通資本」の理念を提
唱されました。「社会的共通資本」の理念は、森や海などの

「自然環境」、道路や電力などの「社会インフラ」、医療、教
育などの「制度資本」を地域の共有財産（コモンズ）として運
営していくことの重要性を示しています。
「森の学校」は、森という自然環境を尊重した教育施設を

地域主体で持続的に運営して
いく仕組みを創造するもので
あり、まさに、宇沢先生の「社
会的共通資本」の理念を実践
していくものです。現在、震
災復興で求められるものは、
こうした地域の「真の豊かさ」
を実現するための実践的な仕
組みであり、「社会的共通資
本」の理念はそのための重要
な鍵となっていくでしょう。

大学生になると、プライベートの旅行や短期留学、インターンシッ
プなどで海外へ渡航する機会が増えてくると思います。安全で楽し
い旅行・滞在を確保するためにも事前に十分な安全対策をとること
が必要になります。

◎自分自身を感染症から守り、周囲への二次感染を防ぐ
海外にはさまざまな感染症が存在し、流行しています。中には重
症化する感染症もあり、それらに罹った場合には、生命の危機に瀕
する場合もあります。また、海外では日本と同様の医療や治療を受
けられるとは限らないため、取り返しのつかない事態もあり得ます。
ワクチン接種で予防できる病気は限られていますが、ワクチン接
種を受けることで感染症にかかるリスクを下げることができます。
事前に外務省などのホームページ（※）で、渡航先の感染症情報を収
集し、過去の予防接種歴を母子手帳などの接種日がわかる記録と照
らし合わせ、必要なワクチンを調べておくことが大切です。ワクチ
ンによっては接種後5〜10年経過した場合、追加接種を要する場合
があります。
海外への渡航が決まったらなるべく早めに検疫所、もしくは医療
機関に相談することをお勧めします。不安な時は保健室まで御相談
ください。

※� ●外務省海外安全ホームページ
	 　http://www.anzen.mofa.go.jp/index.html
	 ●厚生労働省検疫所ホームページ
	 　http://www.forth.go.jp/useful/attention/index.html	
	 ●仙台検疫所ホームページ
	 　http://www.forth.go.jp/keneki/sendai/
	 ●仙台検疫所検疫衛生課
	 　022-367-8101

　今回「絆」にご登場いただいた齋藤先生の研究室に、草餅作りの
お手伝いに伺ったことがあります。作業は実験室。稲作や蓬について
のお話しも伺い、「農」と「食」の体験学習を味わった気分でした。
お餅は太白キャンパスの「保護者の集い」（現在「MYU サポーター
ズデイ」）にご用意くださったものですが、先生は「これから来る学生に
も」と嬉しそうに取り分けていらっしゃいました。
　学部が 10 周年を迎え〝おもてなしの心に満ちた食産業学部″と紹介
しているのを拝見して、できたてのお餅を丸めるのに悪戦苦闘しながら
も、実験室でのお餅作りがとても楽しかったことを思い出しました。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　（S・I）

教員からの一言

森の学校をつくる

事業構想学部教授　　風 見  正 三
　　〜社会的共通資本としての教育

保健室 から

海外への渡航とワクチン接種について

　平成 26 年度宮城大学卒業証書・学位記授与式を挙行しますので、
ご出席ください。教職員一同、心よりお祝い申し上げます。
　なお、式場内の座席数は限られているため、満席となった場合は、
式場外のモニターでご覧いただくことになりますので、ご了承ください。
式典の詳細は、大学ホームページに掲載しています。

（URL：http://www.myu.ac.jp）

●日時：平成 27 年 3 月19 日（木）
　　　　受付　午前 9 時開始　
　　　　式典　午前 10 時～ 11 時 30 分頃
●場所：大和キャンパス講堂

学務課☎ 022（377）8218

　後援会では保護者の方々が、学生の卒業後も宮城大学を支援する
終身会員制度を設けています。
　卒業生の保護者の皆さまの希望によりご加入いただくものですが、こ
れまで多くの方 に々入会いただき、大学の精神的な支えとなっています。
会員の方には年２回発行の会報及び主催事業の案内等を２０年間送
付いたします。
　大学を取り巻く状況は年々厳しさを増し、大学改革が加速する中、
宮城大を更なる充実した支援で、物心両面から支えてまいりたいと考え
ております。
　今年度卒業を予定されている保護者の皆さまには、改めて御案内い
たしますので、何卒、制度の趣旨を御理解いただき、多くの方に御賛
同いただきますようお願いいたします。

（後援会事務局）　

　平成 27 年度後援会総会を開催いたします。議題は、平成 26
年度事業報告・決算報告、平成 27 年度事業計画・予算案などで
す。ご出席くださいますようご案内いたします。
　なお、学外の会場での開催となりますので、お間違えのないよう
ご注意ください。

●日　時　平成 27 年 4 月3 日（金）
　　　　   午後 12 時 40 分～午後 1 時 30 分（入学式終了後）
●場　所　東京エレクトロンホール宮城（県民会館）大ホール
　　　 　  仙台市青葉区国分町３－３－７
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

編集後記

卒業式のご案内

平成 27 年度 後援会総会を
東京エレクトロンホール宮城で開催します。

後援会終身会員制度のご案内

森の学校のプロローグとなるツリー
ハウス




